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20１₇年 3 月までの １ 年間に小川歯科クリニック
（松本市）に来院した口腔内に症状を及ぼす重篤
な全身疾患を持たない１5歳未満の健常者26名（男






OʼLeary の Plaque Control Record（PCR）を 計
測した．また，採取した唾液を培養した後に S. 
mutans 菌と Lactobacillus 菌のコロニー数を計
測した．PCR の計測後は対象者と保護者に対し
てブラッシング指導を行った．初診から 3 ～ 4 か
月後に PCR，歯肉炎，唾液検査（細菌数）につ
いて再検査を行った．初診時と再診時を比較し
た． １ ）初診時において，健常者群（PMA スコ
ア ₇ 未満）および歯肉炎群（同 ₇ 以上）の両群と
も１3名であった．健常者群と比較して歯肉炎群で
は DMF 歯数（P＝0.044）および S. mutans 菌数
（P＜0.0１）が有意に多かった． 2 ）初診時およ












PCR 値は PMA 改善群および PMA 悪化群とも
に一定の傾向は見られなかった．S. mutans 菌お
よび Lactobacillus 菌数は PMA 改善群では減少
する傾向が見られたが，PMA 悪化群では増加す
る傾向が見られた．初診時と再診時における




た（Pearson の相関係数0.48，P＝0.0１3）． 4 ）多
重ロジスティック回帰分析による PMA の変化に
影響を及ぼす要因の解析で有意差が認められたの










mutans 菌の変化分と PMA 値の変化分の関係を
調べたところ正の相関が見られた．本研究の結果
から，唾液検査を用いることで若年層の患者にお
ける歯肉炎の発症リスクを簡便に判定することが
可能になると考えられる．その結果をもとに発症
リスクの高い患者に対して重点的に口腔衛生指導
を行うことによって歯肉炎の発症を予防すること
が可能になると考えられる．
